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第 1号 4 月前半のトピックス 

こんにちは、初めまして 

山形守平・前校長先生の後任を仰せつかり、こ

の４月から歴史と伝統ある本校でお世話になっ

ております、及川浩純（おいかわ ひろずみ）と

申します。どうかよろしくお願いいたします。 

この「校長通信 Morifun」も山形先生から受

け継いで、その時々のトピックや生徒諸君の活躍

を取り上げて発行して参りたいと存じます。 

４月２日（日）、雲一つない快晴の空のもと、

盛岡市内の新球場「きたぎんボールパーク」のオ

ープンを記念する試合が行われ、本校硬式野球部

は青森の八戸学院光星高校と対戦しました。 

初回、鮮やかに 2 点を先取したものの、八戸

学院光星の強力打線の前に、残念ながら 5-17

で敗れました。翌日の岩手日報紙上に監督の関

口清治先生のコメントが掲載されました。曰く 

「新球場でいち早く悔しい思いをさせてもら

った」。関口先生のこの一言に込められた「思

い」は野球部員全員の「思い」のはず。捲土重

来！盛附硬式野球部の更なる飛躍に期待大！ 

年度が改まり、私をはじめ新たに以下の６人

の教職員が盛附のスタッフに加わりました。皆

様どうかよろしくお願いいたします。 

 

 

観測史上

最も早い桜

の開花宣言

の４日後、

あいにくの

雨模様とはいえ、満開の桜に祝福されて令和５

年度入学式が挙行されました。 

諸係の生徒の皆さん

も後輩を迎える準備を

頑張ってくれました、

ありがとう！ 

 

１９６名の新入生の皆さんの入場、賛美歌４

０３番、聖書と祈祷、入学許可、校長式辞、盛

4 月 2 日（日） 

「きたぎんボールパーク」オープン記念試合 

「きたぎんボールパーク」から望む岩手山！  

4 月６ 日（木）校長着任式・新任式・始業式 

先生方 

及川 浩純 校長先生（国語） 

小林 利勝 先生（英語） 

藤澤 英彦 先生（理科） 

代田 結渚 先生（英語） 

事務室でお世話くださる方々 

金沢 博子 主事補 

山形  唯 事務職補             

4 月７ 日（金）入学式 

駐車場係の生徒諸君 

受付係の皆さん 



岡大学理事長・山添勝寛様のご祝辞、来賓紹介

と続いて、三浦紗弥さんの歓迎の言葉、千葉美

空さんの誓いの言葉が述べられました。 

校長式辞では

新入生の皆さん

に「宿題」を出

しました。「幸

せとは何だろ

う？幸せって

相対的なも

の？それとも

絶対的なも

の？この宿題

の提出期限は

は３年後です」というお話をしました。山添理

事長様のご祝辞

では、創立６６

年目を迎える本

校の歴史につい

て触れられ、盛

岡大学９期生の

阿部 正孝さん（上場企業ロイヤルホールディ

ングス社長）の言葉「現時点での自分をすべて

と決めつけず、可能性に賭けてみよう」が紹介

されました。 

三浦さんの歓迎の言葉では、「周囲と自分を比

較して孤独や不安を感じ、眠れない夜を過ごし

たり、学校生活に気遅れてしまうこともあるで

しょう。そんな皆さんに知っていただきたいの

は、4 月に感じる落ち着かない心情は決してあ

なた一人に限った珍しいものではなく、誰もが

胸に抱いているものだということです」という

お話が私たちの胸に響きました。 

千葉さんの誓いの言葉は「今は新しいことに

ついていけるか大きな不安もあります。しかし

一人ひとりが輝けるこの校舎で学べる喜びをか

みしめ、どんな難局にも臆することなく全力で

取り組みます」という力強いものでした。 

新型コロナ禍の影響はまだゼロではありませ

んが、このように盛大な入学式ができたことを

大変嬉しく思います。ご参会のすべての皆様、

そして、甲斐甲斐しく準備・片づけに頑張って

くれた生徒の皆さんにも感謝申し上げます！ 

新入生諸君が学習のこと、学校生活のこと、

スマホやネットの使い方等々、盛附生としての

心構えを学びました。あとは実践あるのみ！ 

 

 

各部が趣向を凝らした部紹介をしてくれまし

た。全部の部を掲載できなくてゴメンナサイ！ 

4 月 10 日（月）新入生オリエンテーション 

4 月 11 日（火）部紹介 


